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ごみに関する市民アンケート結果 ごみに関する市民アンケート結果 ごみに関する市民アンケート結果 
（ダイジェスト版） 

 
アンケート結果に関するお問い合わせは… 
環境清掃課1２２－７０４０ 

　循環型社会の構築を目指し、市民・事業者・行政がそれぞれの役割を明確化しコラボレーション（協働）のもと

で、市民のみなさんがごみの発生抑制の意識向上とごみを出さない生活活動を実践することが必要でありその果た

す役割は大きいとされています。市民のみなさんが一般廃棄物（ごみ）に対して、どのような認識と課題等を持っ

ているのかを十分に把握し、「循環型社会の構築と環境にやさしい市民総参加のまちづくり」の施策に反映してい

くものです。内容については排出抑制・ごみの減量・資源化・ごみの分別方法等についてどのような認識と課題等

を持っているのかを把握することを目的とし行いました。 

　それぞれの設問に対する回答の集計結果をお知らせします。 

◆実施対象  
 全世帯数の３.５％対象 
（19,850世帯×３.５％≒７００世帯） 

◆配布･回収方法  
ごみ減量等市民推進会議（エコライフ岡谷）
等の組織を通じての配布と回収 

◆回収結果 
配布数 ７００枚、回収枚数 ５８０枚、 
回収率 ８３％ 

Q あなたの年齢は？ 

あなたのご家庭では日ごろの暮らしの中で、 
ごみとどのように関わっていますか？　 Q 

20～29歳 2％ 

30～39歳 7％ 

40～49歳 13％ 

50～59歳 27％ 

年代 

無回答 4％ 多くのものを買い、 
多くのものを 
捨てている 9％ 

ごみとの 
関わり 
〈全体〉 ごみを少なくする 

配慮やリサイクルを 
心がけている 63％ 

ごみを少なくする 
配慮やリサイクルを 
心がけている 63％ 

ごみを少なくする 
工夫とリサイクルを 
実行している 24％ 

ごみを少なくする 
工夫とリサイクルを 
実行している 24％ 
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36％         
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            14％ 

                  5％ 

                 9％ 

4％ 

3％ 

1％ 

  0％ 

  0％ 

  0％ 

4％ 

3％ 

1％ 

  0％ 

  0％ 

  0％ 

63％ 

55％            

        70％ 

           74％ 

                   81％ 

                          64％ 

9％ 

6％ 

  12％ 

  12％ 

   14％ 

            27％ 

9％ 

6％ 

  12％ 

  12％ 

   14％ 

            27％ 

◇８７％の方が暮らしの中でごみの意識をもって取組みをしていた
だいている。また、年齢別では年齢が若くなるほどごみに対しての
意識が低くなっている。 

無回答 3％ 

60歳以上 48％ 
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あなたのご家庭では、日ごろ、ご
みを少なくするために心がけてい

ることは？ 

 Q 

レンタルの製品を 
よく使う 1％ 

中古品を 
利用している 2％ 

再使用可能な容器を 
使った製品を買う 8％ 

友人や知人と、不要品を 
融通しあう 6％ 

◇不要なものを買わない・買いすぎない・長持ちをする製品
を買うなど購入するときに、ごみ減量を心がけている方が約
７０％を占めている。 

◇分別する・詰め替え製品を使う・不要になったものを他の
目的で使用するの回答が、約７０％を占めている。とくに分
別については、日ごろより分別に協力している方が３１％と
なっている。 

ごみ減少 
について 

あなたのご家庭では、日ごろ、一度
使ったものを再使用（リユース）、 

再生利用（リサイクル）するため、心が
けていることは？ 

 Q 

リユース 
リサイクル 
について 

不要なものは 
買わない 20％ 
不要なものは 
買わない 20％ 

レジ袋をもらわないように 
したり、簡易包装を店に 
求めている 12％ 

レジ袋をもらわないように 
したり、簡易包装を店に 
求めている 12％ 

使い捨て製品を使わない 13％ 使い捨て製品を使わない 13％ 

壊れたものは修理して 
何度でも使う 8％ 

ごみはきちんと分別し、 
定められた場所に 
出している 31％ 

詰め替え製品を 
よく使う 25％ 

リサイクル 
製品を積極的に 
購入している 6％ 

詰め替え製品を 
よく使う 25％ 

不要品をフリー 
マーケットなどで 
売っている 3％ 

生ごみを堆肥にしている 
12％ 
生ごみを堆肥にしている 
12％ 

壊れにくく、 
長持ちする 
製品を選ぶ 17％ 

買いすぎ、作りすぎを 
しない 19％ 

壊れにくく、 
長持ちする 
製品を選ぶ 17％ 

買いすぎ、作りすぎを 
しない 19％ 

今後の分別についてどのようにお
考えですか？ Q 

◇現在の分別方法でよいと
した方が約８割で、分別を
減らした方がよいという方
はほとんどいない。分別を
増やした方がよいという方
は１２％で、その品目はプ
ラスチック製品と回答した
方が多い。 

今後の 
分別に 
ついて 

現在の分別方法で 
よい 76％ 
現在の分別方法で 
よい 76％ 

無回答 10％ 
わからない 1％ 

分別を減らした 
方がよい 1％ 

リサイクルの面から 
もっと分別を 
増やした方がよい 
12％ 

不要になったものでも 
他の目的で使用する 17％ 

壊れたものは修理して 
何度でも使う 8％ 

リサイクル 
製品を積極的に 
購入している 6％ 

ごみはきちんと分別し、 
定められた場所に 
出している 31％ 

◇大型店やコンビニなどへの収集場所の設置や、各家庭での
分別の徹底をさらに図るの回答が多く、合わせて６４％とな
っている。 

ごみの分別の徹底と分別回収を進め
る上で、有効だと思われるのはどん

なことだと思いますか？ 

 Q 

ごみの 
分別徹底に 
ついて 

収集回数を増やす 15％ 

収集場所を増やす 8％ 

大型店やコンビニなどに 
収集場所を設置する 29％ 

収集回数を増やす 15％ 

収集場所を増やす 8％ 

各家庭での 
分別の徹底を 
さらに図る 35％ 

各家庭での 
分別の徹底を 
さらに図る 35％ 

無回答 9％ 

その他 4％ 
具体的な分別品目は 

・プラスチック製品 

・紙類を細かく分類 

・発泡スチロール 

・ビニール製品 

・生ごみ 

・色付きトレイ 

22人 

9人 

8人 

8人 

6人 

5人 

大型店やコンビニなどに 
収集場所を設置する 29％ 

ごみに関する市民アンケート結果 

　
次
号
の
「
広
報
お
か
や
」
で
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
模
様
を
お

伝
え
し
ま
す 
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くらしと市税 
2003

くらしと市税 
2003

くらしと市税 
2003

総務部税務課 
1２３－４８１１ 

内線１１２５ 

5２２－４１４６ 

　
新
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
２

月
16
日
か
ら
は
平
成
15
年
分
の

確
定
申
告
、
住
民
税
申
告
が
始

ま
り
ま
す
。 

　
岡
谷
市
で
は
毎
年
、
申
告
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
お
持

ち
の
書
類
の
整
理
、
確
認
等
に

時
間
が
か
か
り
、
相
談
者
の
方

を
お
待
た
せ
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
申
告
相
談
が
始
ま
る
前

に
準
備
が
で
き
る
よ
う
、
医
療

費
控
除
事
前
相
談
会
を
行
い
ま

す
。 

　
来
年
の
申
告
を
お
考
え
の
方

で
、
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う

と
お
考
え
の
方
、
退
職
等
に
よ

る
還
付
申
告
を
お
考
え
の
方
は

ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
き
、
早
め

の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
確
定
申
告
、
住
民
税
申
告
の
際
に
は
、
所

得
か
ら
平
成
15
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
を

も
と
に
計
算
し
た
金
額
を
控
除
で
き
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
控
除
を
受
け
る
た

め
に
は
、
領
収
書
の
整
理
、
内
容
確
認
、
明

細
書
の
作
成
な
ど
が
必
要
で
す
。
こ
れ
ら
の

書
類
の
整
理
、
作
成
を
お
手
伝
い
す
る
相
談

会
で
す
。 

住
民
税
な
ど
の

住
民
税
な
ど
の 

所
得
申
告
の
準
備
を

所
得
申
告
の
準
備
を 

　
　
始
め
ま
せ
ん
か

　
　
始
め
ま
せ
ん
か 

住
民
税
な
ど
の

住
民
税
な
ど
の 

所
得
申
告
の
準
備
を

所
得
申
告
の
準
備
を 

　
　
始
め
ま
せ
ん
か

　
　
始
め
ま
せ
ん
か 

住
民
税
な
ど
の 

所
得
申
告
の
準
備
を 

　
　
始
め
ま
せ
ん
か 

医
療
費
控
除
事
前
相
談
会 

申告相談　市内を巡回し、住民税などの所得申告の相談、受付を行います。
期間のうち２日間は、確定申告書作成指導会も同時に行います。 

日　程　２月16日（月）～３月15日（月）（土・日曜・祝日は除く） 
　　　　＊詳しくは、１月15日号広報おかやでお知らせします。 

還付のための確定申告は1月から税務署で受付けています 

所得税の還付申告はお早めに！ 
～確定申告をしなくてよい場合でも、次のような方は還付を受けるための確定申告書を提出することができます～ 

◆源泉徴収された配当や原稿料などの収入が小額で、しかもその他の所得もあまり多くない方 

◆給与所得や退職所得のある方で、雑損控除・医療費控除・寄付金控除・住宅借入金等特別控除などを受

けることができる方 

◆給与所得者で年の途中で退職し、その後就職しなかったため年末調整を受けなかった方 

◆予定納税をしたが、確定申告の必要がなくなった方 

　還付申告ができる方は１月から確定申告書を提出することができます。確定申告の期間は申告会場が大変混雑し
ますので、お早めに郵送などにより提出をお願いします。なお、２月15日以前は市町村役場では申告書の受付を行
っていませんのでご留意ください。また、関東信越税理士会諏訪支部では、下記の会場で還付申告無料相談所を行
っています。お早めに還付申告の手続きをされることをお勧めします。 

『混雑する申告時期前に還付申告相談を！』 

持ち物　医療費等の領収書、証明書等（所得のわかる源泉徴収票等をお持ち
ください） 

日　程　１月19日（月）市役所401Ａ・Ｂ会議室（午前10時～午後７時30分） 
　　　　１月20日（火）市役所602会議室（午前10時～午後７時30分） 
　　　　１月21日（水）市役所605会議室（午前10時～午後４時30分） 

問合せ 

相談会場 
相 談 日 程 

（土・日曜、祝日は閉庁） 
受 付 時 間 

（正午～午後１時は昼休み時間） 無料還付 
申告相談 

☆ご自分で記入した申 
　告書は郵送で税務署 
　へ提出できます。 

イルフプラザ ２月２日（月）～13日（金） 午前10時～午後3時 

申告書の 
提 出 先 

諏訪税務署総務課 
　〒392-8610 
　　諏訪市清水２丁目5番22号 

諏訪税務署　個人課税部門 

1５７－５２１１【直通】 
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◆
中
学
生
の
税
に
関
す
る
標
語 

 

《
岡
谷
市
長
賞
　
優
秀
賞
》 

▽
税
金
で
　 

　
　
創
造
し
よ
う
　
夢
あ
る
日
本 

（
岡
谷
北
部
中
３
年  

金
子
友
輝
さ
ん
） 

▽
支
え
よ
う 

　
　
皆
の
幸
せ
　
税
金
で 

（
岡
谷
南
部
中
３
年  

馬
瀬
戸
薫
さ
ん
） 

▽
税
金
は
　 

　
　
僕
ら
の
未
来
を
　
背
負
っ
て
い
る 

（
岡
谷
南
部
中
２
年  

熊
井
亮
介
さ
ん
） 

▽
税
金
で 

　
　
み
ん
な
が
勉
強
　
で
き
て
い
る 

（
岡
谷
南
部
中
１
年  

小
泉
一
真
さ
ん
） 

▽
は
ら
お
う
よ 

　
　
未
来
の
た
め
に
　
税
金
を 

（
岡
谷
南
部
中
１
年 　

久
保
田
信
恵
さ
ん
） 
 

《
岡
谷
市
長
賞
　
優
良
賞
》 

▽
税
金
を 

　
　
納
め
て
明
る
い
　
市
民
の
く
ら
し 

（
岡
谷
北
部
中
３
年  

小
林
史
佳
さ
ん
） 

▽
税
金
は 

　
　
未
来
の
夢
を
　
照
ら
す
星 

（
岡
谷
北
部
中
３
年  

佐
々
木
悠
さ
ん
） 

▽
広
げ
よ
う 

　
　
住
み
よ
い
町
を
　
税
金
で 

（
岡
谷
北
部
中
２
年  

今
井
大
志
さ
ん
） 

▽
税
金
は 

　
　
み
ん
な
の
夢
を
　
は
こ
ぶ
船 

（
岡
谷
北
部
中
１
年  

小
口
友
規
さ
ん
） 

▽
消
費
税 

　
　
私
に
で
き
る
　
お
手
伝
い 

（
岡
谷
北
部
中
１
年 　

小
口
佳
緒
里
さ
ん
） 

▽
日
本
の 

　
　
未
来
を
た
く
す
　
税
金
で 

（
岡
谷
南
部
中
３
年  

畠
山
修
平
さ
ん
） 

▽
税
金
で 

　
　
未
来
へ
届
け
る
　
夢
と
希
望 

（
岡
谷
南
部
中
３
年  
中
村
　
透
さ
ん
） 

▽
国
民
の 

　
　
税
で
叶
え
る
　
福
祉
の
街 

（
岡
谷
南
部
中
３
年  

吉
池
亜
実
さ
ん
） 

▽
こ
れ
か
ら
の 

　
　
未
来
へ
い
か
そ
う
　
国
の
税 

（
岡
谷
南
部
中
２
年 　

花
岡
源
一
郎
さ
ん
） 

▽
税
金
で 

　
　
輝
く
こ
の
町
　
み
ん
な
の
町 

（
岡
谷
南
部
中
２
年  

小
坂
琴
音
さ
ん
） 

　
私
た
ち
が
生
活
し
て
い
る
中
で
も
、

税
金
に
よ
っ
て
み
た
さ
れ
て
い
る
も
の

は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
例
え

ば
、
道
路
の
整
備
に
よ
っ
て
、
山
道
で

も
安
全
に
車
が
走
れ
た
り
、
交
通
渋
滞

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ダ
ム
を
造

る
こ
と
に
よ
っ
て
水
害
を
防
い
だ
り
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち
が
教
育
を

受
け
る
こ
と
も
そ
の
一
つ
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
中
学
校
ま
で
は

誰
で
も
教
育
を
受
け
、
基
礎
知
識
を
身

に
つ
け
、
校
舎
な
ど
の
整
備
を
し
て
く

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
よ
い
環
境

で
授
業
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

福
祉
を
充
実
す
る
た
め
に
も
使
わ
れ
、

弱
い
立
場
の
人
達
を
守
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
こ
と
は
全
て
、
と
て
も
重

要
な
こ
と
で
、
ど
れ
が
欠
け
て
も
今
の

生
活
は
成
り
立
た
な
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
私
は
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
今

ま
で
の
よ
う
な
税
金
の
生
か
し
方
だ
け

で
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。 

　
環
境
を
守
る
た
め
に
、
二
酸
化
炭
素

や
硫
黄
酸
化
物
、
廃
棄
物
な
ど
の
汚
染

物
質
に
対
し
て
課
税
を
し
て
、
そ
れ
に

よ
り
、
地
球
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

の
を
く
い
と
め
た
り
す
る
た
め
に
使
っ

て
い
っ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。 

　
ど
う
し
て
か
と
い
う
と
、
地
球
規
模

で
の
環
境
を
守
る
こ
と
が
私
た
ち
の
使

命
で
は
な
い
か
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

地
球
の
温
暖
化
が
進
み
、
現
在
で
も
い

た
る
と
こ
ろ
で
そ
の
影
響
が
出
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
人
間
が
快
適
に
生
き
て

い
く
た
め
に
は
、
絶
対
に
環
境
を
守
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。 

　
環
境
に
税
金
を
使
っ
て
も
、
目
に
見

え
た
変
化
が
す
ぐ
表
わ
れ
な
い
か
ら
、

周
り
か
ら
の
理
解
も
な
か
な
か
得
ら
れ

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
私
た

ち
の
子
孫
に
た
く
さ
ん
の
自
然
を
残
す

た
め
に
は
、
今
や
ら
な
く
て
は
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
が
今
の
住
み

や
す
さ
だ
け
に
満
足
す
る
の
で
は
な
く
、

次
の
世
代
、
ま
た
次
の
世
代
の
た
め
に
、

環
境
に
税
金
を
使
う
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。 

　
も
し
か
し
た
ら
、
環
境
を
守
る
た
め

に
今
の
生
活
が
、
少
し
不
便
に
な
っ
て

し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
一

度
壊
れ
た
自
然
を
元
に
も
ど
す
の
に
は
、

た
く
さ
ん
の
年
月
が
か
か
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
絶
滅
し
て
し
ま
っ
た
動
植
物
は
、

二
度
と
よ
み
が
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。 

　
そ
ん
な
事
を
考
え
る
と
、
環
境
を
守

る
た
め
に
税
金
を
使
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。 

　
12
月
５
日
（
金
）
市
役
所
大
会
議
室
に
お
い
て
「
中

学
生
の
税
に
関
す
る
標
語
・
作
文
」
の
表
彰
式
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

　
納
税
標
語
に
は
市
内
の
中
学
校
か
ら
605
点
の
応
募
が

あ
り
、
審
査
の
結
果
24
点
が
入
賞
、
ま
た
作
文
に
は
、

118
編
の
応
募
が
あ
り
、
８
編
が
入
賞
し
ま
し
た
。
岡
谷

市
長
賞
優
秀
・
優
良
賞
は
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。 

中
学
生
の
税
に
関
す
る
標
語
・
作
文 

岡
谷
市
長
賞
決
定
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お
る 

  

　
　
く
ま
い
り
ょ
う
す
け 

  

　
　
こ
い
ず
み
か
ず
ま 

   

　く
　
ぼ
　
た
の
ぶ
え 

    

　
　
こ
ば
や
し
ふ
み
よ
し 

　
　
さ
　
さ
　
き
ゆ
う 

  

　
　
い
ま
い
た
い
し 

  

　
　
お
ぐ
ち
ゆ
う
き 

   

　お
ぐ
ち
か
　
お
　
り 

  

　
　は
た
け
や
ま
し
ゅ
う
へ
い 

  
　
　
な
か
む
ら
　
と
お
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は
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こ
れ
か
ら
の
税
金 

《
岡
谷
市
長
賞
　
優
秀
賞
》 岡谷東部中３年 

たけ い 　ゆう こ 　　　　 

武井　優子さん 

◆
中
学
生
の
税
に
関
す
る
作
文 
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私
は
こ
の
「
税
の
作
文
」
を
書
く
こ

と
に
、
と
て
も
困
り
ま
し
た
。
普
段
は

全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
、
税
の
こ
と

を
気
に
し
て
い
な
い
か
ら
で
す
。 

　
私
た
ち
中
学
生
は
、
消
費
税
と
し
て
、

５
％
の
税
金
を
払
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
な
ぜ
消
費
税
を
払
う
の
か
、
税
金

は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
本

当
に
税
金
は
必
要
な
の
か
、
な
ど
深
く

税
金
の
こ
と
を
考
え
て
払
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。 

　
税
金
と
言
っ
て
も
、
色
々
あ
り
ま
す
。

で
も
、
そ
れ
以
上
の
様
々
な
も
の
に
、

税
金
は
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
学
校
の
建

設
費
、
机
や
椅
子
な
ど
の
備
品
、
無
料

で
配
布
さ
れ
る
教
科
書
な
ど
、
私
た
ち

が
勉
強
を
す
る
た
め
に
、
全
体
の
1/4
ぐ

ら
い
の
税
金
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
他

に
も
、
図
書
館
や
美
術
館
な
ど
の
公
共

施
設
、
私
た
ち
の
命
や
安
全
な
生
活
を

守
っ
て
く
れ
る
警
察
官
や
消
防
士
の
給

料
、
病
院
へ
行
っ
た
と
き
の
医
療
費
の

公
費
負
担
。
福
祉
関
係
で
は
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
拡
充
、
自
転
車
放
置
な
ど
の

整
備
等
、
本
当
に
様
々
な
も
の
に
、
税

金
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
今
、
本
当
に
税
金
は
無
駄
な

く
、
有
効
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
机
や
椅
子
、
公
共
施
設
の
壁
や

床
。
落
書
き
さ
れ
て
い
た
り
、
傷
つ
け

ら
れ
て
い
た
り
。
そ
ん
な
状
態
の
も
の

が
、
身
の
回
り
に
は
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
税
金
を
納
め
て
い
る
の

は
私
た
ち
で
す
。
そ
し
て
、
税
金
が
使

わ
れ
て
い
る
も
の
を
傷
つ
け
る
の
も
、

税
金
を
納
め
て
い
る
私
た
ち
で
す
。
傷

つ
け
ら
れ
た
り
、
壊
さ
れ
た
り
し
た
も

の
を
直
す
の
に
も
、
税
金
は
使
わ
れ
ま

す
。
そ
れ
は
、
税
金
の
無
駄
使
い
を
し

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
も
の
を
大

事
に
使
い
節
約
を
す
る
こ
と
で
、
税
の

節
約
が
で
き
ま
す
。
税
の
節
約
が
で
き

れ
ば
、
福
祉
の
充
実
や
教
育
、
医
療
関

係
な
ど
、
他
の
も
の
の
た
め
に
税
を
有

効
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。 

　
こ
れ
か
ら
私
は
、
も
の
を
大
事
に
使

い
、
少
し
ず
つ
で
も
税
の
節
約
を
し
て

い
き
た
い
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
日
本
を

さ
ら
に
豊
か
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
地

球
の
環
境
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
だ
か
ら
他
の
み
ん
な
も
、
税
の

節
約
を
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
、
私
は

思
い
ま
す
。 

　
僕
た
ち
が
住
む
長
野
県
に
は
約
220
万

人
の
人
々
が
住
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中

で
個
人
県
民
税
や
個
人
事
業
税
な
ど
、

様
々
な
税
金
を
所
得
に
応
じ
て
納
め
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
、
僕
は
最
近
ま
で

ほ
と
ん
ど
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　「
税
」
と
聞
い
て
思
い
つ
く
も
の
は
、

消
費
税
し
か
な
い
と
い
う
の
が
つ
い
最

近
ま
で
の
僕
の
税
に
関
す
る
知
識
の
全

て
で
し
た
。 

　
そ
れ
が
、
少
し
ず
つ
変
わ
り
は
じ
め

た
の
は
、
学
校
で
税
の
こ
と
に
つ
い
て

学
習
し
、
税
に
関
す
る
資
料
が
配
ら
れ

て
か
ら
で
し
た
。 

　
僕
の
家
は
自
営
業
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
品
等
を
扱
う
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

な
の
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
家
庭
と
違
い
、

個
人
事
業
税
な
ど
が
関
わ
っ
て
く
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

　
そ
こ
で
、
個
人
事
業
税
を
、
い
つ
、

ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
払
っ
て
い
る
か

を
聞
い
て
み
ま
し
た
。 

　
す
る
と
、
２
月
に
確
定
申
告
と
い
う

こ
と
を
行
い
そ
の
年
の
収
入
に
応
じ
て
、

個
人
事
業
税
を
払
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
更
に
わ
か
り
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
今
度
は
払
っ
た
税
金
や
、

お
店
で
何
か
を
買
っ
た
と
き
に
支
払
う

５
％
の
消
費
税
は
、
ど
こ
に
行
き
、
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
る
か
を
疑
問
に
思
い
、

調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
調
べ
て
い
く
う
ち
に
、
税
に

は
、「
国
税
」「
県
税
」
そ
し
て
「
市
町

村
税
」
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
ら
は
、
国
税
と
し
て
納
め
ら
れ
た

も
の
は
国
の
予
算
へ
、
県
税
と
し
て
納

め
ら
れ
た
も
の
は
県
の
予
算
へ
行
く
の

だ
と
い
う
事
も
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
調
べ
を
進
め
て
い
く
う
ち
に
、

県
の
歳
入
の
う
ち
半
分
弱
が
県
税
や
、

法
人
税
、
所
得
税
、
酒
税
、
消
費
税
、

国
の
た
ば
こ
税
か
ら
の
配
分
に
よ
る
地

方
交
付
税
で
賄
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。 

　
も
し
、
税
金
が
無
か
っ
た
ら
…
と
考

え
る
と
、
税
金
を
払
わ
な
く
て
い
い
と

い
う
事
よ
り
も
、
病
気
に
な
っ
て
も
病

院
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
義
務

教
育
で
学
校
に
通
う
こ
と
が
で
き
な
い
、

と
い
っ
た
大
き
な
懸
念
の
方
が
前
に
出

て
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
高
齢
者
福
祉
に
も
、
大
き
な

影
響
を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
。 

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、

高
齢
者
福
祉
が
世
界
で
最
も
進
ん
で
い

る
国
と
し
て
有
名
な
反
面
、
重
税
国
と

し
て
も
有
名
だ
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。 

　
日
本
で
も
現
在
、
少
子
高
齢
化
が
進

み
、
将
来
は
若
者
に
と
て
も
大
き
な
負

担
が
か
か
っ
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。 

　
そ
う
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、

少
子
高
齢
化
を
な
ん
と
か
し
て
防
ぐ
こ

と
も
重
要
で
す
が
、
そ
う
な
っ
て
し
ま

っ
た
と
き
の
た
め
の
準
備
と
し
て
、
税

に
関
す
る
知
識
を
つ
け
て
お
く
こ
と
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
そ
れ
に
は
次
世
代
を
担
う
僕
た
ち
の

関
心
・
知
識
は
ま
だ
ま
だ
薄
い
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
も
っ
と
税
に
関
心

を
持
ち
、
知
識
を
つ
け
て
い
く
こ
と
が

最
重
要
だ
と
、
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。 

税
に
関
す
る
知
識
を 

《
岡
谷
市
長
賞
　
優
良
賞
》 岡谷東部中３年 

　こ だま　ゆうすけ　　　　 

小玉 裕輔さん 

岡谷東部中３年 
たきがみ　えつ こ 　　　　 

瀧上 悦子さん 

税

の

節

約
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私
の
身
近
な
税
と
し
て
、
私
が
考

え
る
の
は
、
消
費
税
も
そ
う
で
す
が
、

中
学
生
の
私
に
は
、
ま
ず
は
じ
め
に
、

教
育
費
と
い
う
こ
と
で
税
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
今
ま
で
は
、
税
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
こ
と
の
無
か
っ
た
私

は
、
そ
れ
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し

た
。
す
る
と
、
学
校
で
授
業
を
受
け

る
と
き
、
お
金
を
払
っ
て
い
ま
せ
ん
。

大
学
の
場
合
な
ど
は
、
授
業
料
を
払

わ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

そ
れ
を
税
で
負
担
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
学
校
で

使
っ
て
い
る
校
舎
や
机
や
い
す
な
ど

の
修
理
も
税
金
で
負
担
さ
れ
て
い
ま

す
。
私
の
学
校
で
は
、
机
や
い
す
へ

の
落
書
き
な
ど
が
多
か
っ
た
り
し
て
、

す
ぐ
傷
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
私
自
身

も
自
分
で
机
や
い
す
を
使
う
と
き
に
、

「
ど
う
せ
私
の
も
の
じ
ゃ
な
い
か
ら
、

大
事
に
し
な
く
て
も
い
い
か
。」
と

い
う
軽
い
気
持
ち
で
使
っ
て
い
ま
し

た
。
で
も
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
、
こ

れ
か
ら
は
大
切
に
使
う
こ
と
で
、
税

金
を
大
切
に
使
い
た
い
で
す
。
そ
れ

と
共
に
、
学
校
の
も
の
を
大
切
に
扱

っ
て
長
持
ち
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

税
を
上
手
に
利
用
し
た
い
で
す
。
そ

し
て
国
の
歳
出
の
う
ち
最
も
多
い
と

い
わ
れ
る
社
会
保
障
関
係
費
で
す
。

私
は
、
小
さ
い
頃
か
ら
体
が
弱
い
た

め
に
、
今
で
も
よ
く
、
病
院
に
行
き

ま
す
。
そ
れ
と
、
私
の
家
に
は
犬
が

い
ま
す
。
私
の
お
母
さ
ん
や
お
父
さ

ん
が
よ
く
言
っ
て
い
る
「
犬
は
人
間

と
違
っ
て
保
険
が
き
か
な
い
か
ら
、

病
院
に
連
れ
て
い
っ
て
も
高
い
金
額

に
な
る
。」
と
い
う
こ
と
を
思
い
出

し
ま
し
た
。
私
の
場
合
は
、
薬
を
も

ら
っ
た
り
す
る
と
き
、
け
っ
こ
う
安

い
な
と
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、
犬
の

場
合
は
、
一
万
円
も
か
か
り
ま
す
。

そ
こ
で
税
金
の
あ
り
が
た
さ
を
知
り

ま
し
た
。 

　
私
は
、
も
っ
と
税
金
に
つ
い
て
知

り
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
税
金
を

利
用
す
べ
き
か
、
と
い
う
こ
と
も
考

え
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
今
、

私
た
ち
は
あ
ま
り
税
金
に
関
わ
っ
て

い
な
い
け
ど
、
こ
れ
か
ら
大
人
に
な

っ
て
い
く
上
で
、
仕
事
に
よ
っ
て
は

税
金
か
ら
給
料
を
も
ら
う
こ
と
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
最

低
限
で
も
自
身
に
関
係
す
る
も
の
や
、

近
く
の
こ
と
も
、
し
っ
か
り
と
学
習

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
他
に
も
、
タ
バ
コ
の
中
の
税
金
の

こ
と
や
、
消
費
税
の
値
上
げ
に
つ
い

て
も
考
え
て
い
き
、
明
る
い
未
来
を

築
い
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。 

　
私
は
、
税
に
つ
い
て
公
共
物
に
使
わ
れ

て
い
る
ぐ
ら
い
に
し
か
思
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
で
も
、
租
税
教
室
で
講
師
の
方

に
お
話
を
お
聞
き
し
た
り
、
資
料
を
読
ん

で
み
て
税
金
が
い
ろ
ん
な
所
に
使
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

　
会
社
や
自
営
業
な
ど
で
給
料
や
収
入
の

中
か
ら
税
金
を
納
め
た
り
、
買
い
物
の
と

き
に
払
う
消
費
税
な
ど
は
、
あ
ま
り
い
い

イ
メ
ー
ジ
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
私
た

ち
の
身
の
回
り
に
生
か
さ
れ
て
い
る
大
切

な
も
の
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。 

　
皆
が
納
め
る
税
金
が
無
い
と
、
学
校
や

道
路
な
ど
が
建
設
で
き
な
い
し
、
高
齢
者

が
生
活
す
る
た
め
に
支
払
う
年
金
が
無
く

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
税
金

が
あ
る
か
ら
こ
そ
知
ら
な
い
う
ち
に
普
通

に
生
活
で
き
て
い
る
の
で
す
。 

　
税
金
に
は
、
た
く
さ
ん
の
種
類
が
あ
る

と
い
う
こ
と
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
所

得
税
や
消
費
税
は
知
っ
て
い
た
け
れ
ど
、

後
は
、
あ
ま
り
詳
し
く
は
分
か
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
す
。
贈
与
税
と
い
う
も
の
も

あ
る
し
、
賞
金
等
を
も
ら
っ
た
時
に
ま
で

税
金
を
払
う
こ
と
も
全
く
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
。 

　
そ
の
税
金
が
ど
こ
で
何
に
使
わ
れ
て
い

る
か
も
あ
ま
り
考
え
て
暮
ら
し
て
い
た
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
公
共
事
業
関
係
費
は

信
号
や
高
速
道
路
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
も
し
こ
れ
が
無
け
れ
ば
今
の
便
利

な
交
通
網
は
整
備
さ
れ
て
い
な
く
て
、
経

済
や
暮
ら
し
は
も
っ
と
も
っ
と
不
便
だ
と

考
え
ら
れ
る
し
、
事
故
が
起
こ
っ
た
り
す

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
文
教
、
科
学
振
興

費
が
無
い
と
教
科
書
や
授
業
で
使
う
も
の

が
買
え
ま
せ
ん
。
今
、
私
た
ち
が
当
た
り

前
に
勉
強
し
て
い
る
事
が
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
う
の
で
す
。
社
会
保
障
関
係
費
は

み
ん
な
が
健
康
に
暮
ら
す
た
め
に
は
欠
か

せ
な
く
、
い
つ
で
も
安
心
し
て
病
院
に
行

け
る
し
、
そ
の
他
の
使
い
方
も
と
て
も
重

要
だ
と
思
い
ま
す
。
国
債
費
が
税
金
か
ら

出
て
い
る
こ
と
は
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

い
ろ
ん
な
こ
と
に
税
が
使
わ
れ
て
い
た
の

で
驚
き
ま
し
た
。 

　
実
際
に
納
税
し
て
い
る
親
に
税
金
に
つ

い
て
聞
い
て
み
ま
し
た
。 

　「
景
気
の
低
迷
が
続
く
中
で
税
金
を
支

払
っ
て
い
く
の
は
実
際
に
は
と
て
も
大
変
。

そ
の
大
切
な
税
金
の
使
途
を
決
め
る
の
は

国
会
や
議
会
だ
が
、
税
金
が
バ
ラ
ン
ス
良

く
、
そ
し
て
で
き
る
だ
け
ム
ダ
が
無
く
使

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
も
っ
と
納
得
で
き
れ

ば
、『
税
金
を
取
ら
れ
る
』
か
ら
『
税
金

を
納
め
る
』
と
い
う
気
持
ち
に
な
れ
る
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
今
回
、
税
に
つ
い
て
知
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
租
税
教
室
や
、
作
文
を
書
い
た
こ

と
を
機
会
に
税
に
つ
い
て
も
っ
と
敏
感
に

な
っ
て
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
を
し
っ
か
り
と
見
て
、

税
の
こ
と
を
理
解
し
て
い
き
た
い
で
す
。 
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多
方
面
で 

　
使
わ
れ
て
い
る
税
金 

岡谷東部中３年 
あいざわ き　み　え 　　　　 

鮎澤紀美枝さん 

岡谷東部中３年 
さいとう　　　　　　　　　　 

斉藤さゆりさん 

税
　
と
　
私 


